The relationship between intelligence and daily life activity : Method of preventing fluid intelligence from decline by 中島, 悠介 et al.
千葉体育学研究,34,11-16(2012）
‘■■ヴーヶーターダーヴークータィ■■､ーﾀﾞｰｸ‐ず.■■■一ターF一クーグータークーヴーターd一年-.-毎一グーｳｰｸｰゥｰげ一○一ヴー○一グーの‘■■Fーターター伊一づｰﾀ一色一pーｸ■■ヴーヴー｡ーザーザーターターターゥーターターリーグーザーヴータィ■■｡ー"‘■■ﾛ
高齢者の知能と日常における活動に関する検討
一流動性知能の低下を防ぐ方法一
中島悠介】 中島一郎2
1浦和大学
2国際武道大学
TheRelationshipbetweenlntelligenceandDailyLifActivity
-MethodofPreventingFluidhtemgencetomDeche-
YusukeNAKAJ皿A1,Ich伽NAKAJIMA？
'UmwaUniversity
21ntemationalBudoUniversity
一◆ー‘‐ター伊一ヶ‐■‐ターク1■■"ー｡-ﾀ,■■pー牟一の一■一・一pータークーヴークーリーヴーヴーターターヴー牟一かーjー‘一Fーd一○‐ターp一砂一金一eーa‐ダーターヴーﾘｰﾀｰﾀI■■､I■■aー牟一⑪ークー､一夕一己ークーヴー"ー"-6ーのーG-g-ターーe－aー①‐タ
Abstract
Thepurposeofthisstudyistoclariithestructureof"LimExpeIienceofPresent''bygender,andto
dariithemctorsthatwillhelppreventFluidlntem"nce丘omdedmng.Thesub ectsmthissmdyare
adultsof60yearsormore,becauseitisthougltthaattheF1uidlntenigencebeginstodeCnnetomtllisage,
andthemdiviualdifrencesbe"merpm2'･1rable,Thisanalysisisbasedontheobservationofl98people
(52men(M=69.4,SD=4.9>andl46women<M=68.0,SD=5.3>).Inthemen,thebctorthaathadthe
innuencemrtheFluidlntelli"ncewas!@creativeactivity"(8=､465,p<.01)|and@0goUp tivity'' =-.3 0
p<.01)(R3=､400,p<.01),andmthewomen,themc or as@Jcreativeactivity"(8=.260,p<､01)and
"leisureactivity''(8=-.206,p<.05)(R2=.093,p<.05).
Tbimprovesemorcitizen'sF皿dIntem"nceintheobjectmthepresentsmdy,itwassuggestedtodothe
activitytoparticipatemthesocietyandtheactivitythatexpandedthemterpersonalrelationsmpactively.
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いといわれるのは，新しい環境場面に遭遇しても
新しい適応方法をとるための知能が減退している
ことにも一因があると考えられている9)。
しかし, FIを減退させないためのアプローチ
は散見するだけで，十分であるとは言えない。 し
たがって，何らかの対策を打たなければならない
と考えられる。
ところで，高齢者の精神発達に特に影響を及ぼ
す要因として非標準的な生活経験が明らかにされ
ているll)。非標準的な生活経験とは，各個人に特
有な影響を及ぼすものであり，全ての人に共通し
て生じる加齢に伴う経験ではない。例えば引越し
や結婚，友人関係などのような個人に特有な経験
である。非標準的な生活経験は児童期に最も影響
力が弱く，年齢を重ねるごとに影響力を増し，高
齢期に一番影響力が強いとされている11)。
非標準的な生活経験は，大川と杉原12)による構
造分析の結果， 6領域27因子に分類されている。
その領域の一つである「現在の生活経験」には，
読書，老人クラブへの参加，新聞,TV視聴，活
動性の高い団体に参加，などの因子が含まれる。
これらの因子によって挙げられた活動は総じて日
常生活で行う活動と捉えることができる。 日常生
活は年月が経過すると変遷するため， 「現在の生活
経験」領域を構成する因子に関しても時代ととも
に変化していくと考えられる。したがって，年月
の経過や流行などを考慮して，先行研究を参考に
し，新たに「日常生活における活動」 として，構
造を改めて検討する必要があると考えられる。
そこで本研究は「日常における活動」の構造お
よび， これとFIとの関連を検討することにより，
FIの低下を防ぐ可能性がある要因を明らかにする
ことが目的である。
I.緒言
人間には，加齢とともに著しく減退していく能
力もあれば，年を重ねても比較的衰えない能力も
ある。 日本人の平均寿命が男性で79．1歳，女性で
85.9歳となり1),年々平均寿命は延伸傾向にある
ことからも， とりわけ加齢とともに減退していく
能力を把握することは介護や認知症の観点からと
ても重要なことであると考えられる。
減退していく能力の一つは体力だろう．文部科
学省が行っている新体力テストの加齢変化に関し
ては握力，立ち幅跳び，反復横とびなど多くの体
力が10代後半をピークに年を重ねるごとにテスト
の得点が落ちていく事が明らかにされている2)。
体力に関するアプローチは厚生労働省が行う介護
予防一般高齢者施策や特定高齢者施策などが挙げ
られ，行政施策として多くの人々に向けて体力低
下を防ぐために行われている。
また，減退していく能力の中で重要なものとし
て，知能が挙げられる。知能とは，人間が物事を
認知し考え行動を起こすために必要な機能である
と考えられている3)4)。知能が衰えてしまうと，
個人の環境に対する適応または順応するための能
力や，学習をする能力，抽象的な思考を行う能力
などが低下してしまう3)4)5)。したがって，高齢者
に対して，減退してしまう知能を少しでも防ぐこ
とは重要なことであり，高齢者のQOL(QualiWof
Lif)を確保するためにも注目していかなければ
ならないことだと考えられる。 しかし，具体的な
アプローチ方法に関しては十分に行われていない
ため， これから検討しなければならないことであ
る。
知能の中でも加齢とともに減退すると考えられ
ている能力として流動性知能(Fluidlntemgence:
以下FI)が挙げられる。FIとはCattenら6)7)8)
の研究によって明らかにされた知能であり， 新し
い状況に適応するために働く能力と考えられてい
る9)10)。画は,Bal"s&Reeseらll)がまとめた
モデルによると， 20歳前後よりFIが減少し始め，
70歳代には20歳代の半分程度にまで低下してし
まうとされている．そのため，高齢者の思考が固
II．方法
本研究における調査対象者は，画の低下が著し
くなり，個人差が大きくなると考えられている11),
60歳以降の高齢者224名を対象としてアンケー
ト調査を行った。有効回答数は男性52名（平均
年齢=69.4歳,SD=4.9),女性146名（平均年齢
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=68.0歳,SD=5.3)であった(表1参照)。
本研究の対象者は千葉県S町の健康福祉課の協
力を得て，介護予防事業に参加する方に対し調査
を実施した。また，千葉県T市,Y市で行われて
いる週に1回から2回の運動教室に参加する方に
対しても調査を実施した。調査を実施する際には
プライバシーの保護,参加の自由を十分に説明し，
同意書を得て調査を実施した。
常における活動」に寄与する因子を調べるために
作成したものである。また，画を測定するために
キャッテルC.F・知能テストScale3を行った。
分析は,SPSS15.0hrWmdowsを用いて主因
子法・プロマックス回転による因子分析を行い｢日
常における活動」の構造を明らかにし， ピアソン
の積率相関係数と無相関の検定を行い「日常にお
ける活動」 とFIとの関連を検討した。そして従
属変数をFI,独立変数を「日常における活動」と
した強制投入法を用いた重回帰分析を行いFI"､
の影響を明らかにした。
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III結果
1． 「日常における活動」の構造（表3， 4）
男女ともに，主因子法・プロマックス回転によ
る因子分析を行った。なお，因子付加麓は.400よ
り採用することとした。その結果，男性は5因子，
「日常における活動」の調査内容は高齢者の精
神機能の発達に影響を与えると考えられている活
動に関わる先行研究を参考にし5)11),26項目を自
作した(表2参照)。この自作されたテストは「日
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=､260,p<.01),「旅行活動」 (6=･.206,p<.05)が明
らかになった(R3=.093,p<.05)。
「創造的活動」 （5項目)，「新聞購読活動」 （3項
目)， 「仲間活動」 （3項目)，「読書活動」 （2項目)，
「テレビ視聴活動」 （2項目）が得られた（累積寄
与率62.3％)。女性は5因子，「創造的活動」 （5項
目)， 「読字活動」 （4項目)，「旅行活動」 （2項目)，
「テレビ視聴活動」 （2項目)，「庭・畑仕事活動」
（2項目）が得られた（累積寄与率45.1％)。
IV考察
1.FIの低下を防ぐ要因
男女ともにFIの改善に有効である可能性が明
らかになったのが「創造的活動」である。相関分
析では男女どちらも有意に正の相関が認められ，
どの因子よりも強い関連性を示していた。また，
重回帰分析においても同様に「創造的活動」がFI
を改善させていく要素であるという結果となった。
本研究における「創造的活動」 とは， 自治会や
ボランティア，運動クラブなど，家庭を超えて地
域活動に参加していくことである。そもそも，知
能の改善と様々な地域活動との関連は最近になっ
て注目を集め，多くの研究が行われている。
Zunzuneguiら13)は3種類の社会関係(Social
Network,Sociallntegration,Social
Engagement)に注目し，理解と表現に関わる知
能(ShortPOrtableMentalStatusQuestionnaire)
との関連性を4年間にわたる縦断的方法を用いて
検討している。SociglNetworkとは友人や親戚と
どれくらい連絡を取るかといった内容, Social
Integrationは協会や高齢者センターなどにどれく
らい足を運ぶかといった内容，最後のS"i21
Engagementは子どもや友人，親戚とどのくらい
関わるかといった内容である。この研究では3種
類の社会関係は理解と表現に関わる知能の低下を
コントロールすることを明らかにした。
このような社会的な活動と知能との関連を明ら
かにした研究はZunzuneguiらの他にも多数行わ
れ，地域活動が知能の低下を防ぐ， もしくは改善
する効果があることが多くの研究によって立証さ
れている'4)'5)。
また, FIに着目し検証した研究も存在する。
14chb211mら16)はFIと身体活動との関連を検討
し，身体活動が多い人は少ない人に比べてFIが
高い傾向があることを明らかにした。ここでいう
身体活動とは， 1週間のうち外に出て活動を行っ
た頻度である。 したがって，外に出て活動を行う
2.FIと「日常における活動」 との関連（表5,6)
FIと「日常における活動」 との関連を明らか
にするために， ピアソンの種率相関係数を算出し
無相関の検定を行った。その結果，男性では, FI
と関連がある因子は「創造的活動」G=.365,p<.01)
「仲間活動」 (r=･.358,p<.01)「読書活動」
(r=.286,p<.01)であった。また，女性では「創造的
活動」 (r=､216,p<､01)であった．
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3.FIに影響を及ぼすと考えられる要因（表7)
従属変数をFI,独立変数を「日常における活
動」 とした強制投入法を用いた重回帰分析を行っ
た結果，男性ではFIに影響があると考えられる
因子として「創造的活動j(8=､465,p<.01),「仲
間活動」 (8=･360,p<､01)が明らかになった(R2
=.400,p<.01)。また，女性では「創造的活動」（β
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回数が多いほどFIが高いことを明らかにしたの
だ。また，同研究では性格特性である開放性が高
いとFIが高いことも明らかにしている。開放性
はMcCraeら17)が提唱した概念で，好奇心の強さ
や反伝統的， 自由主義傾向などを表す因子と捉え，
創造的認知活動に関わる因子であり，柔軟で開放
的な認知スタイルを意味していると述べられてい
る。このようにInchba'1mら16)の研究はFIの低
下を防ぐために様々な活動を行うことの意義を明
確にし， さらには個人の性格からも影響があるこ
とを示唆した。
以上のように，本研究で明らかにされた「創造
的活動」がFIに良い影響を及ぼす可能性がある
という結果は，以上のような先行研究を支持する
結果となった。それは， 「創造的活動」の活動内容
に隠されていると考えられる。 自治会やボランテ
ィア，運動クラブ，講習会などの活動は，社会参
加する活動であり,Ipchbaumら16)が証明した身
体活動の内容と近い活動である。
また，本研究における「創造的活動」は毎回全
く同じことを繰り返すのではなく，回ごとに異な
る内容であることが多い。たとえば， 自治会活動
では，個人が住んでいる地域の代表者が集まり，
地域を活性化させるためのイベント企画や，安全
を守るための方策を練ることなど，その時々によ
り実施することが異なる。また，講習会などでは，
毎回メンバーが異なる可能性が高く，新しい出会
いが多く存在する。このように， 「創造的活動」の
内容は変化に富み，新しい環境への適応をより多
く行う必要性があったため， 「創造的活動」を多く
行っていることがFIの低下を防ぐことと繋がっ
たのではないだろうか。
現在のわが国では地域活動に参加することを推
し進めるような対策が考えられているが,FIの維
持,改善といった観点からも今後さらに推進して
いくことが，高齢者のよりよい生活を確保してい
くために重要なこととなるのではないだろうか。
一方, FIを低下させる可能性がある要因とし
て男性では「仲間活動｣，女性では「旅行活動」で
あった。 「仲間活動」の質問項目は友人や家族で行
う買物やウオーキングなどである。また， 「旅行活
動」の質問項目は1人または数人で行く旅行につ
いて質問しており， どちらも友人や家族， もしく
は一人で行う活動である。そのため，新しい人間
関係を築くといった活動ではなく，いつも身近に
いる家族や友人と行う活動である。したがって，
男女ともに, FIを低下させないためには人間関係
を広げる経験をしていくような活動を取り組んで
いく必要性が示唆された。
高齢者にとって身近にいる仲間は今後の生活を
営んでいくためには重要な存在である。 しかし，
年を重ねるほど身近にいる仲間が少なくなってし
まうことも事実として受け止めなければならない。
したがって，早い時期から新しい環境で新しい仲
間を作っていくような経験はこれからさらに重要
性が増してくるのではないだろうか。
V結論
本研究は高齢者のF1の低下を防ぐ可能性があ
る要因を明らかにすることを目的に， 「日常におけ
る活動」 とF1の関連を検討した。本研究の対象
として，高齢者のF1の低下を防ぐ可能性がある
活動は， 「創造的活動」のような社会参加していく
活動や，人間関係を広げる活動を活発にしていく
必要があることが示唆された。
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